
（「人工呼吸器等、生命の維持のために特別に用いられる治療は中止してよいが、それ以外   

の治療（床ずれの手当や点滴等）は続ける」と回答した者に対する質問）  

問 続ける必要があるとお考えになる医療はどれですか。あなたのお考えに近いものをお選   

びください。（○はいくつでも）  

問の番号  医師11一補間3 看護11一補間3 介護11－補間3  

点滴（維持輸液）  

．8  5  

52月  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

20   



21   



22   



23   



24  

1輔   



n  
L  

64．1 

7．  

1  

】  

i  l  

46．9  l   

25   



＜（6）リビング■ウイルと患者の意思の確認方法＞  

リビング・ウィル（書面による生前の意思表示）の考え方について、「賛成する」という意見  

は、前回調査時点よりも増加して過半数となっており（般59％（48％）、医75％（70％）、看  

75％（68％）、介76％）、「患者の意見の尊重という考え方には賛成するが、書面にまでする  

必要がない」と回答した者（般25％（35％）、医13％（18％）、看14％（19％）、介11％）も  

含めると、死期が近いときの治療方針に関し、国民の多くは患者本人の意思を尊重すること  

に賛成している（般84％（83％）、医88％（88％）、看89％（87％）、介87％）。  

問 「治る見込みがなく、死期が近いときには単なる延命医療を拒否することをあらかじ   

め書面に記しておき、がんの末期などで実際にそのような状態になり、本人の意思を直   

接確かめられないときはその書面に従って治療方針を決定する。」（リビング・ウィル）   

という考え方について、あなたはどのようにお考えですか。  （○は1つ）  

問の番号 一般1．1－1 医師14－1 看護14－1 介護14－1  

26   



リビング・t〉ィルについて賛成する者のうち、書面による本人の意思表示という方法につ  

いて、「そのような書面が有効であるという法律を制定すべきである」とする者は、前回調  

査時点よりも減少し、半数を下回っている（般37％（49％）、医48％（55％）、看44％（52％）、  

介38％）。  

（注：前回調査では、「医師がその希望を尊重して治療方針を決定すればよい」という選択  

肢を、今回調査では「法律を制定しなくても、医師が家族と相談の上その希望を尊重して  

治療方針を決定する」という選択肢に変更している。）  

（リビング・ウイルについて「賛成する」と回答した者に対する質問）  

問 書面による本人の意思表示という方法について、わが国ではどのように扱われる   

のが適切だとお考えですか。（○は1つ）   

問の番号 一般11－1補間1医師14－1補間1看護14－1補間1介護14－1補間1  

27   



リビング・ウイルについて「賛成する」と回答した者の多くは、死期が近いときの治療方  

針について、病院や介護施設から、書面により患者、入所者の意思を尋ねるという考え方  

には賛成しているが（般73％、医68％、看74％、介74％）、書面で尋ねる時期について  

は意見が分かれている。  

（リビング・ウイルについて「賛成する」と回答した者に対する質問）  

問 死期が近い時の治療方針についての意思について入院（入所）前、入院（入所）   

時、あるいは、入院（入所）後に、病院や介護施設（老人ホーム）から、書面によ   

り患者の意思を尋ねるという考え方についてどのように思いますか。（○は1つ）   

問の番号一般11－1補間2 医師14－1補間2 看護14－1補間2 介護14－1補間2  

亡珂  

20％  40％  60％  80％  100％  

□賛成する 国反対である 冒わからない 皿無回答  

28   



問 書面に残すとしたらいつの時期が良いと思いますか。   

問の番号 一般11－1楠問3 医師14－1補間3 看護14－1補間3 介護14－1補間3  

29   



過半数の医師は、死期が近い時の治療方針に関する患者本人の意思を「尊重する」として  

いるが（医60％）、一般国民、看護職員、介護施設職員の多くは、医師がその内容を尊重し  

てくれるかどうかについて、「そのときの状況による」と思っており（般45％（42％）、看  

57％（54％）、介60％）、「そう思う（尊重してくれると思う）」と思っている者は少ない（般  

17％（14％）、看14％（13％）、介13％）。  

問 （医師）このような書面について、あなた自身はその内容を尊重しますか。   

（一般国民、看護・介護施設職員）このような書面を見せれば医師はその内容を   

尊重してくれると思いますか。（○は1つ）  

問の番号 一般11－2 医師14－2 看護14－2 介護14－2  

亡〆  

13．4  13．0  5．4  59．5   

60％  80％  

し
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な
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し
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と
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に
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況
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思
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思
せ
は
時
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う
の
 
 

そ
そ
そ
そ
 
 

□
悶
〓
日
二
皿
 
 

（尊重せざるを得ない）  

Dその他  
□わからな  

田無回答  

い   

注：（）内は医師に対する質問の選択肢  
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事前に患者本人の意思が確認できなかった場合、家族や後見人が、患者本人の意思の代わ  

りとして治療方針などを決定する（代理人による意思表示）という考えについては、過半  

数が「それでよいと思う」「そうせざるを得ないと思う」と肯定的である（股57％（57％）、  

医67％（6】．％）、看62％（51％）、介60％）。代理として意思表示をする人としては、配偶  

者を適当とする者が過半数を占める（般63％、医73％、看66％、介63％）。  

問 事前に本人の意思の確認ができなかった患者の場合、「家族や後見人が延命医療   

を拒否したら、それを本人の意思の代わりとして治療方針などを決定すればよい」   

（代理人による意思表示）という考え方についてどう思いますか。（○は1つ）  

間の番号  一般11－3 医師14－3 看護14－3 介護14－3  

HlO  

亡医  ・可買   

l   

H15  

HlO   

ト［き  ・亡L巳   

幽   

H15  

HlO   

憎    糎   

H15  

相可  ；H15   

20％  40％  60％  80％  

口それでよいと思う  団そうせざるを得ないと思う  

日そうは思わない  mその時の状況による  

ロその他  ロわからない1無回答  
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（代理人による意思表示について「賛成である」と回答した者に対する質問）  

間 代理による意思表示の時、代理として意思表示する人は誰が適当だと思います   

か。  （○は1つ）   

問の番号 一般11－3補4 医師14－3補4 看護14－3補4 介護14－3補4  

0．仲5q．2ノ）・2   

63．3  2．513．2  

苧H15  

72．7  

忙㌻ 還H15  

66．0  

諾H15  

62．8  0・916・6  

H15  

20％  40％  60％  80％  

□配偶者  

団兄弟姉妹  

日子供  

皿親  

口後見人  

□家族以外の親しい人（友人など）  

国主治医  

留主治医以外の医師（かかりつけ医等）  

囲病院や介護施設の職員（看護師、介護福祉士など）  

暮福祉事務所など公的機関に所属する人  

口その他  

団わからない  

D無回答  
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リビング・ウィルについて「患者の意思の尊重という考え方には賛成するが、書面にまで  

する必要がない」「賛成できない」と回答した者の多くは、家族の中で意見がまとまらない  

場合、意思表示の書面がない時、延命医療の中止の判断については、「配偶者など最も身近  

な人の意見に従って欲しい」と回答している（般62％、医44％、看54％、介53％）。医師  

においては「全員一致しなければ、延命医療が継続されてもやむを得ない」と回答する者  

が比較的多い（般6％、医24％、看12％、介12％）。  

問 家族の中で意見がまとまらない場合、意思表示の書面がない時、単なる延命医療が最   

期まで続けられる可能性がありますが、それについてはどう思いますか。（○は1つ）   

問の番号 一般11－4 医師14－3補間5 看護14－3補間5 介護14－3補間5  

3，6  

20％  40％  60％  80％  

［コ家族や親戚など多数の意見に従ってほしい  

田配偶者など最も身近な人の意見に従ってほしい  

E∃担当する医師の考えで決めてほしい  

皿全員一致しなければ、延命医療が継続されてもやむを得ない  

［］わからない  

［］無回答  
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＜（7）終末期医療に対する悩み、疑問＞  

終末期医療について、医師、看護職員、介護施設職員の多くが、悩みや疑問を「頻繁に感  

じる」「たまに感じる」としており（医86％（89％）、看91％（91％）、介84％）、医師では  

「患者へ病名、病状の説明をすること」、次いで「在宅医療の体制が十分でないこと」（各々  

60％、54％）、看護職員では「痛みをはじめとした症状の緩和」、次いで「病院内の終末期医  

療施設が乏しいこと」、「在宅医療の体制が十分でないこと」（各々64％、57％、57％）、また、  

介護施設職員では「痛みをはじめとした症状の緩和」、次いで「病院内の終末期医療施設が  

乏しいこと」（各々67％、56％）、に難しさを感じている。  

問 あなたは、終末期医療に対して、悩みや疑問を感じた経験がありますか。あなた   

のお考えに近いものをお選びください。  

問の番号  医師19 看護19 介護19   

0％  20％  40％  60％  80％  

口頻繁に感じる 国たまに感じる 日感じたことはない m無回答  
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問 痛みを伴い、しかも治る見込みがなく死期が迫っている（6ケ月程度あるいはそれよ   

り短い期間を想定）患者の診療、看護及び介護にあなた自身が携わって、どんな難しさ   

を感じていますか。あなたのお考えに近いものをお選びください。 （○はいくつでも）  

問の番号  医師19補間 看護19補間 介護19補間  

痛みをはじめとした症状を緩和すること  

一ニヒニ‘】－■＝   H                   】 l                                       66．6          l～、Jr㌧‘‘二㌻÷∴∵て’   ＝・■も、∴？ニご■、∴章て■㌢うj，■・÷ ‥て∴1．＝’、▼          M   
0％  20％  40％  60％  80％  100％  

患者・入所者や家族と話し合う時間を持つこと  

‾－ 
「 川  

34．  
【   

Ⅷ  
ヨ三‥÷ご三三叫こ・㌻，ご．、1 臥6  

0ウも  20ウも  40サム  60％  800/a lOO％  
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在宅医療の体制が十分でないこと  

．6   

34．  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  
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医療チームで意見がわかれること  

弓 

（  

％  20％  40％  60％  80％  100％   

37   
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＜（8）終末期における療養の場所＞  

自分が痛みを伴う末期状態（死期が6ケ月程度より短い期間）の患者となった場合に、一  

般国民が希望する療養の場所については、「自宅で療養して、必要になれば緩和ケア病棟に  

入院したい」が最も多く（般27％）、次に「なるべく早く緩和ケア病棟に入院したい」（般  

23％）、「自宅で療養して、必要になればそれまでの医療機関に入院したい」（股22％）、「自  

宅で最期まで療養したい」（般11％）の順となっている。  

問 あなたご自身が痛みを伴い、しかも治る見込みがなく死期が迫っている（6ケ月   
程度あるいはそれより短い期間を想定）場合、療養生活は最期までどこで送りたい  

（○は1つ）  

間の番号 一般4－1  

ですか。  

0％  20％  40％  60％  80％  100％  

早く今まで通った（又は現在入院中の）医療機関に入院   □なるべく  

したい  

国なるべく早く緩和ケア病棟（終末期における症状を和らげること   

を目的とした病棟）に入院したい  
国自宅で療養して、必要になればそれまでの医療機関に入院したい   

皿自宅で療養して、必要になれば緩和ケア病棟に入院したい   

□自宅で最後まで療養したい  

D専門的医療機関（がんセンターなど）で積極的に治療を受けたい   

田老人ホームに入所したい   

函その他   

ロわからない   

■無回答  
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